
業界スポットライト

　

中
里
建
設
（
本
社
・
佐
野
市
、
中
里

聡
社
長
）
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
「
中
小

企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
～
案
件
化
調

査
～
」
の
採
択
を
受
け
、「
都
市
給
水
の

水
質
お
よ
び
供
給
力
を
向
上
す
る
た
め

の
送
配
水
管
内
洗
浄
案
件
化
調
査
」
を

行
う
。
栃
木
県
内
で
案
件
化
調
査
が
採

択
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ブ
カ
シ
市
に
お
け
る
モ
デ
ル
地
区

で
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法
の
実
証
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
同
工
法
と
管
路
更
新
コ

ス
ト
な
ど
と
の
比
較
・
評
価
、
見
学
会

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
技
術
指
針
の
策

定
準
備
な
ど
を
通
じ
て
、
同
工
法
の
現

地
適
合
性
や
事
業
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を

検
証
。
同
国
内
の
普
及
に
向
け
た
事
業

化
の
可
能
性
を
調
査
す
る
。
地
方
の
建

設
会
社
で
あ
る
同
社
が
海
外
展
開
を
図

る
契
機
と
な
っ
た
の
は「
ア
ク
ア
ピ
グ
」

の
開
発
。
そ
の
開
発
か
ら
海
外
展
開
に

至
っ
た
背
景
に
は
、
同
社
の
た
ゆ
ま
ぬ

研
究
開
発
の
取
り
組
み
と
そ
の
中
で

培
っ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。

■
水
理
事
業
に
着
手

　

同
社
は
平
成
19
年
に
「
い
の
ち
を
護

り
、
生
命
を
創
る
」
と
い
う
経
営
理
念

を
策
定
。
こ
れ
を
契
機
に
、
水
道
に
お

け
る
川
上
の
浄
水
場
か
ら
川
下
の
蛇
口

に
至
る
す
べ
て
の
管
路
と
周
辺
設
備
を

一
貫
し
て
総
合
的
に
維
持
管
理
す
る

「
水
理
事
業
」
の
展
開
に
着
手
。
川
上

（
上
流
部
）で
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
配
水

池
の
清
掃
、
川
中
（
中
流
部
）
で
は
水

道
管
内
の
洗
浄
、
川
下
（
下
流
部
）
で

は
オ
ゾ
ン
に
よ
る
給
水
管
洗
浄
を
展
開

し
て
い
る
。

　

中
流
部
に
お
け
る
管
内
洗
浄
で
は
他

の
工
法
を
採
用
し
、
全
国
初
施
工
な
ど

の
実
績
を
重
ね
て
き
た
が
、
口
径
75
㍉

の
ボ
ー
ル
式
補
修
弁
か
ら
ピ
グ
を
投
入

し
た
場
合
、
口
径
１
５
０
㍉
以
上
の
洗

管
は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
県
の
補
助

金
も
活
用
し
て
、
同
社
内
に
水
理
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、
新
た
な
ピ
グ

の
開
発
に
着
手
し
た
。

■
独
自
の
開
発
拠
点

　

水
理
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
は
技
術
開

発
や
現
場
条
件
の
実
証
な
ど
を
行
う
拠

点
。
平
成
23
年
度
に
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
創
設
。
当
初
は
口
径
75
～
３
０

０
㍉
の
Ｋ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
と
透
明

ア
ク
リ
ル
管
を
約
１
０
０
㍍
布
設
、
伏

せ
越
し
や
分
岐
部
も
設
け
、
約
８
０
０

㍑
／
分
の
井
戸
水
を
取
水
・
通
水
で
き

る
施
設
だ
っ
た
が
、
25
年
度
に
国
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
首
都
大
学
東
京
の

小
泉
明
特
任
教
授
な
ら
び
に
東
京
都
市

大
学
の
長
岡
裕
教
授
ら
の
技
術
指
導
の

も
と
、
既
存
施
設
の
外
側
に
延
長
25
㍍

の
透
明
ア
ク
リ
ル
管
３
列
と
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
１
列
、
口
径
20
～
50
㍉
の
小
口

径
の
透
明
ア
ク
リ
ル
管
や
管
網
を
増
設
。

こ
れ
に
よ
り
管
路
の
総
延
長
は
３
０
０

㍍
に
及
ん
で
い
る
。
総
工
費
は
３
０
０

０
万
円
超
。
困
難
な
条
件
の
現
場
に
先

立
つ
実
証
実
験
や
研
究
機
関
へ
の
貸
し

出
し
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

■
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法

　

同
セ
ン
タ
ー
で
ピ
グ
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
を
重
ね
、
こ
の
成
果
を
基
に
県

内
に
工
場
を
有
す
る
軟
質
ウ
レ
タ
ン
発

泡
加
工
製
品
大
手
の
㈱
ア
キ
レ
ス
と
共

同
で
、
新
型
ピ
グ
を
用
い
た
配
水
管
内

の
洗
浄
に
関
す
る
研
究
に
着
手
。
ピ
グ

の
材
質
や
密
度
、
塗
料
の
材
料
や
厚
み

な
ど
を
検
討
し
、「
ア
ク
ア
ピ
グ
」
の
開

発
に
成
功
。
27
年
末
に
特
許
（
第
５
８

４
７
０
４
７
号
）
を
取
得
し
た
。

アクアピグ工法で海外展開を図る
中里建設

案
件
化
調
査
採
択
ま
で
の
軌
跡
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ア
ク
ア
ピ
グ
は
特
殊
な
塗
料
で
表
面

を
加
工
し
た
軟
質
ウ
レ
タ
ン
材
質
の
ピ

グ
。
こ
の
ピ
グ
を
用
い
て
水
道
管
内
を

洗
浄
す
る
の
が
「
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法
」

だ
。
平
成
28
年
11
月
に
特
許
（
第
６
０

４
１
４
０
０
号
）を
取
得
し
て
い
る
。平

成
29
年
度
末
時
点
の
施
工
実
績
は
５
万

４
８
３
１
㍍
。

　

同
工
法
は
、
管
内
カ
メ
ラ
で
事
前
調

査
を
行
っ
た
上
で
、
既
設
の
地
下
式
消

火
栓
等
の
下
に
あ
る
ボ
ー
ル
式
補
修
弁

の
上
に
投
入
・
回
収
装
置
を
設
置
し
、管

内
に
ア
ク
ア
ピ
グ
を
投
入
、

エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
か
ら
の
圧

送
水
で
ピ
グ
を
射
出
し
て
管

内
の
付
着
物
や
夾
雑
物
な
ど

を
管
外
に
排
出
す
る
も
の
。

　

ア
ク
ア
ピ
グ
は
圧
縮
性
と

復
元
性
と
い
う
相
反
す
る
性

能
を
有
し
て
お
り
、
０
・
75

Ｍ
Ｐ
ａ
以
下
の
圧
力
で
口
径

57
㍉
の
ボ
ー
ル
式
補
修
弁
か

ら
最
大
径
２
８
０
㍉
の
ピ
グ

を
投
入
し
、
最
大
口
径
２
５

０
㍉
ま
で
洗
浄
で
き
る
ほ
か
、

曲
が
り
や
伏
せ
越
し
、
レ

デ
ュ
ー
サ
、
継
ぎ
輪
、
Ｔ
字

管
な
ど
が
あ
る
管
路
で
も
洗

浄
で
き
る
。
高
低
差
１
０
０

■
連
続
発
射
も
実
現

　

発
射
装
置
側
に
ピ
グ
投
入
口
を
設
け

た
バ
イ
パ
ス
管
、
投
入
口
の
下
流
側
に

ピ
グ
通
過
セ
ン
サ
ー
を
設
け
、
セ
ン

サ
ー
で
ピ
グ
が
通
過
し
た
こ
と
を
確
認

し
た
後
、
バ
ル
ブ
操
作
で
ル
ー
ト
を
切

り
替
え
、
ピ
グ
が
回
収
装
置
に
到
着
す

る
前
に
連
続
発
射
す
る
工
法
も
開
発
し

た
。
平
成
29
年
11
月
に
特
許
（
第
６
２

３
２
６
５
０
号
）を
取
得
し
て
い
る
。こ

れ
に
よ
り
洗
浄
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で

き
る
ほ
か
、
洗
浄
用
水
を
従
来
の
約
３

分
の
１
に
削
減
、
排
水
の
減
少
に
伴
い

処
理
費
も
約
３
分
の
１
に
削
減
す
る
こ

と
で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
。

■�

安
全
な
施
工
を
追
求

　

よ
り
一
層
安
全
で
効
率
的
な
施
工
方

法
の
確
立
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
事

前
に
管
径
や
流
量
な
ど
か
ら
洗
浄
時
間

を
試
算
し
た
上
で
、
現
場
で
は
流
量
計

や
そ
の
他
の
計
器
類
で
水
理
デ
ー
タ
を

解
析
し
な
が
ら
洗
管
。
投
入
後
の
経
過

㍍
超
の
区
間
も
洗
浄
可
能
。
こ
の
た
め
、

他
の
洗
浄
工
法
と
比
較
し
て
一
区
間
の

洗
浄
距
離
を
長
く
設
定
で
き
、
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
る
。
最
大
の

施
工
延
長
は
２
７
８
０
㍍
。
た
だ
、
バ

タ
フ
ラ
イ
弁
や
減
圧
弁
、
錆
こ
ぶ
な
ど

に
よ
り
過
度
な
閉
塞
等
が
あ
る
箇
所
で

は
適
用
で
き
な
い
。
ピ
グ
表
面
に
お
け

る
塗
料
の
量
と
塗
布
す
る
箇
所
を
変
更

し
、さ
ら
に
洗
浄
力
を
向
上
さ
せ
た「
ア

ク
ア
ピ
グ
ク
ロ
ス
」
も
開
発
し
た
。

回収の様子

連続発射工法の投入装置

同回収装置
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時
間
か
ら
ピ
グ
の
現
在
位
置
を
割
り
出

し
て
い
る
が
、
こ
の
試
算
結
果
を
地
図

上
に
表
示
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
投
入
側
の
ポ
ン
プ
と

投
入
装
置
、
回
収
装
置
に
作
業
員
を
配

置
し
、
携
帯
電
話
で
連
絡
を
取
り
合
い

な
が
ら
施
工
し
て
い
る
が
、
流
量
や
水

圧
な
ど
の
デ
ー
タ
を
端
末
に
表
示
し
、

そ
の
端
末
で
ポ
ン
プ
等
の
遠
隔
操
作
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
て
い
る
。
現
状
で
は
、
回
収
装

置
側
で
ピ
グ
の
到
達
を
確
認
し
た
ら
携

帯
電
話
で
連
絡
を
取
り
、
投
入
装
置
側

の
ポ
ン
プ
を
停
止
し
て
洗
管
を
終
了
し

て
い
る
が
、
同
シ
ス
テ
ム
が
実
用
化
さ

れ
れ
ば
、
事
前
の
試
算
結
果
と
組
み
合

わ
せ
、
一
定
の
流
量
に
達
し
た
こ
と
を

確
認
す
る
、
あ
る
い
は
ピ
グ
到
達
の
ア

ラ
ー
ム
が
作
動
し
た
段
階
で
洗
管
を
終

了
す
る
こ
と
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
宇
都
宮
大
学
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
、
夾
雑
物
の
組
成
や
物
性
の

分
析
や
管
内
付
着
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
を

行
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
室
内
試
験
に

よ
り
、
ピ
グ
の
摩
擦
力
か
ら
夾
雑
物
の

付
着
強
度
を
定
量
評
価
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ

り
、
予
防
保
全
を
前
提
と
し
た
施
工
条

件
の
設
定
や
新
た
な
ピ
グ
の
開
発
に
も

つ
な
げ
て
い
く
考
え
。

■
（
仮
称
）
ア
ク
ア
ピ
グ
ビ
ジ

ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｎ
Ａ
）
の
設
立

　

現
在
、
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法
の
普
及
拡

大
が
、
す
な
わ
ち
社
会
貢
献
で
あ
る
と

い
う
理
念
に
共
感
し
、
同
工
法
の
取
り

扱
い
を
期
待
す
る
全
国
各
地
の
企
業
の

み
な
ら
ず
、
お
客
さ
ま
か
ら
も
協
会
等

団
体
設
立
の
要

請
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

同
社
は
こ
れ
を

受
け
て
、
官
庁

の
み
な
ら
ず
民

間
ま
で
営
業
を

拡
大
す
る
た
め

の
新
た
な
協
働

組
織
「（
仮
称
）

ア
ク
ア
ピ
グ
ビ

ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｎ
Ａ
）」

を
、
平
成
31
年

初
頭
に
設
立
す

べ
く
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

組
織
構
成
は
、

消火栓からしばらく排水を行うときれいな水に

昨年末にはブカシ市水道公社でプレゼンを行った

実証事業予定区間の排水。かなり濁度は高い
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同
社
が
メ
ー
カ
ー
と
し
て
本
部
事
務
局

を
運
営
す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
区
に
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
正
会
員
を

選
定
。
ま
た
、
水
道
事
業
に
係
る
賛
助

会
員
、
水
道
事
業
以
外
に
係
る
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
会
員
を
募
集
し
、
学
識
経
験
者

を
特
別
会
員
と
し
て
招
聘
す
る
。
同
社

は
い
ず
れ
の
会
員
も
、「
ア
ク
ア
ピ
グ
洗

浄
シ
ス
テ
ム
」
の
特
性
を
、
水
道
事
業

の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
活
用

す
る
た
め
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

■
山
岡
教
授
と
の
出
会
い

　

同
社
が
海
外
展
開
を
目
指
す
き
っ
か

け
は
宇
都
宮
大
学
・
地
域
デ
ザ
イ
ン
科

学
部
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
山

岡
暁
教
授
と
の
出
会
い
。
山
岡
教
授
は

中
部
電
力
や
㈱
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
に
も

勤
務
し
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
国
内
外

の
電
力
や
イ
ン
フ
ラ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
従
事
し
て
い
る
。
山
岡
教
授
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
栃
木
県
内
の
建
設
会
社

の
海
外
展
開
支
援
。
そ
こ
で
着
目
し
た

の
が
中
里
建
設
の
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法

だ
っ
た
。

　

山
岡
教
授
が
自
身
の
人
脈
を
活
か
し

て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
を
中
心
に
技
術

展
開
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
浄
水
場
の
運
転
管
理
な
ど
を
手
掛

け
、
公
共
事
業
省
の
元
職
員
が
代
表
を

務
め
る
「
Ａ
Ｂ
Ｓ
―
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

（
マ
ン
デ
ィ
リ
社
）」
と
い
う
企
業
が
関

心
を
示
し
た
。
山
岡
教
授
と
中
里
社
長

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
渡
り
、
同
社
の
サ

ル
ジ
ョ
ノ
会
長
と
面
談
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
面
談
会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
公
共

事
業
省
の
上
水
供
給
シ
ス
テ
ム
開
発
局

の
ナ
シ
ル
局
長
と
も
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
同
省
の
職
員
を
対
象
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

そ
こ
で
、
再
び
山
岡
教
授
と
中
里
社

長
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
、
同
省

の
職
員
を
対
象
に
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し

た
。「
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法
は
良
い
技
術
だ

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
の
実
績
が

な
い
た
め
、
標
準
仕
様
書
を
作
成
す
る

た
め
に
も
実
証
事
業
を
行
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
要
望
を
受
け
た
。
山
岡
教

授
と
中
里
社
長
の
帰
国
後
、
マ
ン
デ
ィ

リ
社
は
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
実
証
事
業
の
候
補
地
を
模
索
。
ブ

カ
シ
、
バ
ン
ド
ン
、
デ
ン
パ
サ
ー
ル
な

ど
、
い
く
つ
か
の
候
補
が
上
が
っ
た
た

め
、
中
里
建
設
は
平
成
29
年
度
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
「
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事

業
～
案
件
化
調
査
～
」
に
公
募
し
た
が
、

候
補
が
絞
り
切
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

昨
年
末
に
マ
ン
デ
ィ
リ
社
か
ら
実
証

事
業
の
サ
イ
ト
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
近
郊
の

ブ
カ
シ
市
に
絞
り
込
ん
だ
と
の
連
絡
が

あ
り
、
山
岡
教
授
と
中
里
社
長
が
３
度

目
の
渡
航
。
公
共
事
業
省
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
経
て
、
ブ
カ
シ
水
道
公
社
を
訪

問
し
た
際
に
は
施
工
予
定
区
間
の
図
面

が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
施
工
予
定
現
場

の
視
察
も
行
っ
た
。

　

実
証
事
業
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

施
工
予
定
サ
イ
ト
な
ど
が
固
ま
っ
た
た

め
、
平
成
30
年
度
の
案
件
化
調
査
に
公

募
。
前
回
は
単
独
で
公
募
し
た
が
、
宇

都
宮
大
学
と
㈱
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
、
㈱
大
和
総
研
と
の
プ
ロ

中里社長とアクアピグ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
公
募
し
、

採
択
さ
れ
て
い
る
。

■
他
の
地
域
や
国
に
も

　

同
社
は
、
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
同

工
法
の
現
地
適
合
性
な
ど
を
実
証
し
た

上
で
、「
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業

～
普
及
・
実
証
・
ビ
ジ
ネ
ス
化
事
業
～
」

も
活
用
し
な
が
ら
、
現
地
の
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

通
じ
た
公
共
機
関
か
ら
の
工
事
受
託
、

駐
在
員
事
務
所
や
現
地
法
人
の
設
立
に

よ
る
他
地
域
で
の
事
業
展
開
、
ア
ク
ア

ピ
グ
の
現
地
生
産
、
周
辺
諸
国
へ
の
事

業
展
開
な
ど
を
目
指
し
て
い
く
。

　

中
里
社
長
は
「
ブ
カ
シ
市
で
は
水
道

の
水
が
汚
れ
て
い
る
か
ら
使
わ
れ
な
い
、

使
わ
れ
な
い
か
ら
料
金
収
入
が
上
が
ら

な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
が
、

ア
ク
ア
ピ
グ
工
法
を
通
じ
て
、
こ
れ
を

好
循
環
に
変
え
て
い
き
た
い
。
競
合
他

社
に
は
な
い
ア
ク
ア
ピ
グ
工
法
と
い
う

独
自
技
術
を
活
か
し
て
、
大
手
企
業
で

は
対
応
で
き
な
い
海
外
市
場
に
進
出
し
、

そ
の
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
本
国
内
に

も
還
元
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

る
。
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